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論 文 内 容 の 要 旨

目的 :免疫グロブリン異常症,特に成人例の免疫不全症と良性単クローン性γグロブリン血症 (BMG)

における染色体の研究は非常に少ない｡本論文の目的は,成人例の免疫不全症における末梢血リンパ球の

染色体所見を知 り,その意義を考察すること,およびBMGと悪性単クローン性γグロブリン血症(MMG)

における血球細胞染色体の所見を比較検討すると共に,marker染色体の意義と由来を考察することであ

る｡

･材料および方法 :第1篇 成人免疫不全症7例,対照1例の末梢血白血球を用い,PHA添加72時間培

養法により標本を作成した0第2篇 BMG 6例,MMG14例 (骨髄腫12例,原発性マクログロブリン血

症 2例)の末柏血白血球を同じ方法で,さらに後者では骨髄細胞を用い直接法で標本を作成した.又一部

の症例ではトリプシン処理によるG分染法を行ない検討した｡

成績 :第1篇 高2倍性細胞が半数以上の症例にみられた｡さらにgap,break,acrocentriclargechr0 -

mosome(chr.),acentricdoublechr.,dicentricchr.転座等,染色体断裂を基本とする異常が多くみら

れた｡所見をスコア化して染色体断裂率を算出すると,7例中6例が対照例の約2倍又はそれ以上の高値

を示し,うち3例は x2検定で有意であった｡第2篇 異数性,特に高2倍性細胞が BMGよりもMMG

に多くみられた｡Marker染色体のうち,MG染色体は BMGには認められず,MMGでは3例に見出

され,いずれもA,B群染色体の欠失を伴っていたoAcrocentriclargechr.ほBMGの2例,MMGの

4例に認められたが,付隅体をもつものはみられなかった｡G分染法では BMG,MMG共正常核型を示

す細胞の各染色体の分染像は正常であった｡原発性マクログロブリン血症 にみられた 1細胞中の2個の

MG染色体は,互に相似の,又3番染色体に類似した分染像を示した｡

考按 :第1篇 従来 Bloom症候群,ataxia-telangiectasia等の小児原発性免疫不全症では,高頻度の染

色体断裂のある事が知られている｡本研究で成人の免疫不全症にも同様な所見を認めた事実は興味深く,

病因を考察する上に重要である｡染色体断裂が高率の6例中5例に抗症肇剤の服用歴があったので,抗庄
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肇剤が染色体断裂と免疫不全の成立に関連すると推定される｡又2例に癌の合併を認めたが,癌の発症に

染色体断裂,免疫不全が背景となったと考えられる｡第2篇 MG染色体が BMGに見出されず MMG

のみにみられた事実は,M蛋白との密接な関連を示唆すると共に,A,B群染色体の欠失を伴ったこと,

又G分染像の所見からA,B群染色体に由来すると考えられる｡Acrocentriclargechr.ほ BMG,MMG

共に見出されたが,文献上他の悪性腫癌細胞にも認められている事から,特定の celllineの増殖に関連

すると推測され,その由来は付随体を欠く事等からA,B群染色体と考えられる｡

結語 :第1篇 (1)成人免疫不全症の末梢血リンパ球に高頻度の染色体断裂を認めた｡(2)染色体断裂と免

疫不全の成因として抗癌肇剤の影響が推定された｡(3)さらに染色体断裂と免疫不全が癌発症の背景となる

事を考察した｡第2篇 (1)MG染色体は MMGに認められたが,BMGには見出されなかった｡(2)従っ

てこの markerはM蛋白との密接な関連が示唆された｡(3)Acrocentriclargechr.は BMG,MMG共

に見出された｡(4)この markerは特定の celllineの増殖に関連すると考えられた｡ (5)以上の marker

A,B群染色体に由来すると推定された｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

免疫グロブリン異常症,特に成人例の免疫不全症と良性単クローン性γグロブリン血症における染色体

の研究は非常に少ない｡本論文の第 Ⅰ篇では免疫不全症患者7例の末梢血 リンパ球の染色体を検査して,

染色体断裂を基本とする異常が高頻度であることを見出した｡この所見は上記7例中5症例では抗癌挙剤

の服用歴と2症例では癌の合併と密接な関連をもつことが推定された｡第Ⅰ篇では6例の良性および14例

の悪性 (うち骨髄腫12例,原発性マクログロブリン血症2例)単クローン性γグロブリン血症患者の血球

細胞染色体を検査して,両者の所見を比較した｡従来悪性単クローン性γグロブリン血症においては,い

わゆる MG染色体と大型の末端着糸点型染色体の出現することが注目されているが,前者は良性には見

出されず悪性に特異的な所見と考えられること,後者は良性,悪性ともに見出されること等,両者におけ

る染色体所見の共通点と相違点を明らかにした｡さらにこれらの異常染色体は,1-5番染色体からの由

来を示唆する所見を得た｡上記の論文は免疫グロブリン異常症における染色体の研究に新知見を追加する

ものである｡

よって,本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡

-346-


